
首都直下地震における TEC-FORCE 活動計画 （平成 29 年 8 月）

■ TEC-FORCEの動員計画
1日目：発災後、直ちに広域進出拠点等に向けて出動

2日目：受援・応援地整等のTEC-FORCE一体で活動を開始

3日目：最大勢力のTEC-FORCE・災害対策用機械等が活動

○首都直下地震による甚大な被害に対し、発災直後から、迅速かつ的確な応急対策活動を実施するた
め、TEC-FORCE等の動員計画、広域派遣のタイムライン等をあらかじめ規定

○応援地整等のTEC-FORCEは、一次的な進出目標である広域進出拠点へ進出。受援地整等の指示に
従い、各活動拠点等に移動し、緊急輸送ルート確保、緊急排水活動、被害状況調査等を実施

※「首都直下地震緊急対策推進基本計画（H27.3閣議決定）」及び「首都直下地震対策計画（H26.4国土交通省）」に基づき策定

■ 広域進出拠点等の配置

■ 広域派遣のタイムラインのイメージ
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◆被害想定に応じてTEC-FORCE部隊を動員

排水ポンプ車TEC-FORCE隊員

・TEC-FORCE
最大2,360人/日

・防災ヘリコプター 8機
・災害対策用機械 約514台
・災害対策用船舶 26隻


